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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
都
教
組
が
竹
島
に
つ
い
て
日
本
政
府
の
見
解
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
教
職
員
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
さ
れ
て
い
る
「
中
学
校
教
科
書
検

討
資
料
」
の
中
に
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

竹
島
は
、
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
中
学
校
の
学
校
教
育
に
お
け
る
我
が
国
の
領
土
に
関
す
る
指
導
は
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領

（
平
成
二
十
年
文
部
科
学
省
告
示
第
二
十
八
号
）
等
に
基
づ
き
、
「
広
い
視
野
に
立
っ
て
、
社
会
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、

諸
資
料
に
基
づ
い
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
、
我
が
国
の
国
土
と
歴
史
に
対
す
る
理
解
と
愛
情
を
深
め
、
公
民
と
し
て

の
基
礎
的
教
養
を
培
い
、
国
際
社
会
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
・
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要
な
公
民
的
資
質
の
基

礎
を
養
う
」
と
の
社
会
科
の
目
標
を
達
成
す
べ
く
、
各
学
校
に
お
い
て
適
切
に
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
御
指
摘
の
よ
う
な
指
導
等
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
東
京
都
教
育
委
員
会
に
お

一



い
て
、
東
京
都
内
の
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
の
教
育
委
員
会
及
び
東
京
都
立
学
校
の
校
長
に
対
し
、
我
が
国
の
領
土

に
関
す
る
指
導
を
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
適
正
に
行
う
よ
う
通
知
を
発
出
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二


